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わが国の道府県市がん登録の統計報告状況とその罹患成績
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大島 明

目的　日本では，1997年現在，34道府県市において，全住民を対象とするがん登録事業が実施さ

れている。地域がん登録全国協議会は，これらの登録によって1992年に組織され，活動の一

つに各登録の公式刊行物を収集してきた。今回，これをもとに，各がん登録の成果であるが

ん統計の刊行状況とその内容を調査した。

方法　平成4-9年を観察期間とし，各登録の公式報告書を主資料とし，県医師会雑誌，厚生省が

ん研究助成金による「地域がん登録」研究班報告書をも加えて公的報告刊行の有無，報告の

即時性，登録の完全性，ならびに計測されたがん罹患率の大きさを解析した。解析に際して

は，「地域がん登録」研究班が推計している全国がん罹患率とその推計に使用された資料の

精度とを基準としてこれらとの比較を行った。

結果　①30登録（88％）が期間中に一度以上報告書を刊行し，23登録（68％）は定期的に成績を

報告していた。多くの登録は，平成8年度に刊行した報告書で平成5年の成績を報告してい

た。

　②必要な成績がそろった27登録について，平成5年またはこれに近い年の成績を調べた。

全がんの届出精度を示す「死亡票のみの者の割合」が20％以下であった登録が7，40％以上

が8あった。27登録での平均値は31.5％であった。

　③同じく届出精度を示す「がん罹患数の死亡数に対する比」の平均値は1.64，登録患者の

診断の精度を示す「届出患者での組織診断率」の平均値は77.1％であった。

　④全がん男女計の粗罹患率（人口10万対）の範囲は193.4～450.2で，27登録での平均値

294.7は，上記研究班による平成4年の全国罹患率推計値356.0の83％に相当した。

　⑤性別年齢調整罹患率（世界人口）は20登録で得られた。

結論　多くの登録では，情報収集から結果公表までに3年間を必要としていた。わが国で特に遅

れがみられる登録精度を今後向上させてゆくためには，先進諸外国で進められつつある地域

がん登録に関する法的整備あるいは国としてのがん登録システムの整備が，わが国において

も早期に準備されることが望まれる。他方，各登録が収集する基本項目とその発表様式とに

関して標準化を進める必要があること，さらに，困難な現環境においても，登録精度を少な

くとも一定水準にまで高めて，得られたがん統計を定期的に公表してゆくことが重要である

ことを結論した。
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